
積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第２章　工事費の積算

内　　　　　　　　容 間接工事費の共通仮設費について

改定前 改定後



改定前 改定後

積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第２章　工事費の積算

内　　　　　　　　容 間接工事費の共通仮設費について



積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第２章　工事費の積算

内　　　　　　　　容 間接工事費の現場管理費について

改定前 改定後



改定前 改定後

積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第３章　一般管理費等及び消費税相当額

内　　　　　　　　容 一般管理費等について



積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第３章　一般管理費等及び消費税相当額

内　　　　　　　　容 一般管理費等について

改定前 改定後



積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第10章　土木請負工事における現場環境改善費の積算

内　　　　　　　　容 現場環境改善費の積算について

改定前 改定後



改定前 改定後

積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第10章　土木請負工事における現場環境改善費の積算

内　　　　　　　　容 現場環境改善費の積算について



積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第10章　土木請負工事における現場環境改善費の積算

内　　　　　　　　容 熱中症対策・防寒対策における積算について

改定前 改定後



（新規策定）

積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第１４章　その他

内　　　　　　　　容 作業日当り標準作業量について

改定前 改定後

 
工 種 名 設      定      内      容 

 

鉄筋工 ① 加工 

鉄筋径（㎜） 作業日当り標準作業量 

10～13 3.3t/日 

16～25 5.0t/日 

29～32 6.6t/日 

35 7.2t/日 

38 7.2t/日 

41 7.2t/日 

51 9.0t/日 
 

 

鉄筋工 ② 組立 

鉄筋径（㎜） 

作業日当り標準作業量 

一般構造物 

トンネル内構造物 
橋梁用床版 

場所打 

鉄筋かご 

差筋および 

杭頭処理 

10～13 0.8t/日 2.2t/日 3.3t/日 0.7t/日 

16～25 1.2t/日 3.5t/日 5.3t/日 1.1t/日 

29～32 1.7t/日 - 7.4t/日 1.6t/日 

35 1.8t/日 - 8.1t/日 1.7t/日 

38 1.9t/日 - - 1.8t/日 

41 2.0t/日 - - 1.9t/日 

51 2.4t/日 - - 2.3t/日 

 
③ ガス圧接工 

鉄筋径（㎜） 作業日当り標準作業量 

16～25 132箇所/日 

29～32 86箇所/日 

35 75箇所/日 

38 69箇所/日 

41 64箇所/日 

51 51箇所/日 

 
④ 機械式継手 

鉄筋径（㎜） 
作業日当り標準作業量 

グラウト ねじ加工 

13 119箇所/日 246箇所/日 

16～25 103箇所/日 186箇所/日 

29～32 90箇所/日 156箇所/日 

35 87箇所/日 147箇所/日 

38 85箇所/日 134箇所/日 

41 82箇所/日 134箇所/日 

51 78箇所/日 123箇所/日 
 



廃 止

廃 止

廃 止

改定前 改定後

積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第１４章　その他

内　　　　　　　　容 市場単価の1日当り標準施工量について

1．鉄筋工 

表 1.1 

規格・仕様 単位 施工数量 

1 一般構造物 t 3.5 

2 切梁のある構造物 t 
3.0 

3 地下構造物 t 

4 橋梁用床版 t 4.0 

5 場所打杭用かご筋 t 6.5 

6 ＲＣ場所打ホロースラブ t 2.5 

7 差筋及び杭頭処理 t 3.5 

8 
一般構造物 

(太径鉄筋混合) 
t 5.0 

9 
切梁のある構造物 

(太径鉄筋混合) 
t 4.0 

10 
地下構造物 

(太径鉄筋混合) 
t 4.0 

11 
場所打杭用かご筋 

(太径鉄筋混合) 
t 9.0 

 

2．鉄筋工（ガス圧接工） 

表 2.1 

規格・仕様 単位 施工数量 

ガス圧接工 

 手 動（半自動） 

自     動 

Ｄ19＋Ｄ19 箇所 

350 Ｄ22＋Ｄ22 箇所 

Ｄ25＋Ｄ25 箇所 

Ｄ29＋Ｄ29 箇所 310 

Ｄ32＋Ｄ32 箇所 280 

Ｄ35＋Ｄ35 箇所 240 

Ｄ38＋Ｄ38 箇所 160 

Ｄ41＋Ｄ41 箇所 150 

Ｄ51＋Ｄ51 箇所 130 

 

18．軟弱地盤処理工 

表 18.1 

区  分 規 格 ・ 数 量 単位 施工数量 

サンドドレーン工 

打設長 10m未満 m 440 

打設長 10m以上20m未満 m 390 

打設長 20m以上35m未満 m 390 

サンドコンパク 

ションパイル工 

打設長 10m未満 m 180 

打設長 10m以上20m未満 m 170 

打設長 20m以上35m未満 m 170 

 



（新規策定）

積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅰ編　総則　第１４章　その他

内　　　　　　　　容 市場単価の1日当り標準施工量について

改定前 改定後

材工ともの１日当り施工量（県） 

県で調査した材工ともの工種の１日当り施工量を定めたものである。 

 

1．溶融噴射式路面カラー塗装工 

表 1.1 

規格・仕様 単位 施工量 

全面施工 全規格 ㎡ 300 

ゼブラ施工 全規格 ㎡ 150 

矢羽根型路面標示 

（標準タイプ） 

全規格・20mピッチ以下 個 50 

全規格・100mピッチ以下 個 25 

矢羽根型路面標示 

（夜間視認性向上タイプ） 

全規格・20mピッチ以下 個 40 

全規格・100mピッチ以下 個 20 

矢羽根型路面標示 

（縮小タイプ） 

全規格・20mピッチ以下 個 50 

全規格・100mピッチ以下 個 25 

備考）施工量は、昼間施工・夜間施工ともに適用する。 

 

 

2．溶融噴射式高視認性区画線（非リブ式）工 

表 1.1 

規格・仕様 単位 施工量 

初期反射輝度250(175)mcd/

ＬＸ・m2以上（湿潤時） 

実線 W=15㎝ ｍ 1000 

実線 W=20㎝ ｍ 930 

実線 W=30㎝ ｍ 700 

破線 W=15㎝ ｍ 830 

破線 W=20㎝ ｍ 780 

破線 W=30㎝ ｍ 560 

横断線・ゼブラ W=45㎝ ｍ 330 

矢印・記号 W=15㎝換算 ｍ 230 

エスコート W=30㎝ ｍ 190 

自転車ピクト 2000×750 個 10 

備考）施工量は、昼間施工・夜間施工ともに適用する。 



（新規策定） ④　鉄　筋　工

令和８年度　国土交通省土木工事・業務の積算基準等の改定（参照）

https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000024.html

積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅱ編　共通工　第４章　コンクリート工

内　　　　　　　　容 鉄筋工について（新規策定）

改定前 改定後



① 鉄　　筋　　工

①－１　鉄筋工（太径鉄筋含む） 廃 止

①－２　鉄筋工（ガス圧接工） 廃 止

⑪　軟弱地盤処理工 廃 止

改定前 改定後

積算基準及び歩掛表【土木工事編】

工　　種　　名　　等 第Ⅵ編　土木工事標準単価及び市場単価　第２章　市場単価

内　　　　　　　　容 鉄筋工、軟弱地盤処理工について


